
被災自治体への技術支援 ～災害緊急調査～【山形県(R4.8.9～10)】

○ 国土交通省の災害査定官が赴き、災害復旧の迅速化に向け、被災自治体に対して復旧方針・工法等の技術的支援・助言を実施。

○ 要請のあった山形県（8/9～10）において計６ヶ所（山形県４ヶ所、米沢市１ヶ所、川西町１ヶ所）の災害緊急調査を実施。

■災害査定官による助言内容

［山形県管理施設］
○国道121号
・山側に仮桟橋を設置し、早期の交通確保を検討すること。
・本復旧については橋梁形式を含め検討のこと。
○一級河川萩生川
・被災原因を除去するため、上流部の不安定土砂の対策を踏まえ、今後の復旧工法を検討すること。
○大巻橋（(主)長井飯豊線）
・応急仮工事で仮橋を設置し、早期の交通確保を検討すること。
・落橋により河積阻害のおそれがある部分の撤去等については、査定前着手も視野に実施を検討すること。
○一級河川小白川
・各被災箇所の調査を進めるとともに、被災流量など改良復旧に必要な諸元等を整理し、改めて協議を行うこと。
［米沢市管理施設］
○上屋敷橋(市道中山街道線)
・橋梁の残存部材については、健全度評価を実施すること。
・落橋した部材については河積阻害のおそれがあるので、査定前着手も視野に撤去等の実施を検討すること。

［川西町管理施設］
○公園2号橋（町道上六角平谷地線）
・落橋により河積阻害のおそれがある部分の撤去等については、査定前着手も視野に実施を検討すること。
・復旧に当たっては、橋長が短いためボックスカルバートも含め比較検討すること。

緊急調査状況（公園２号橋（町道上六角平谷地線））

上屋敷橋(市道中山街道線）調査箇所 一級河川小白川・大巻橋（県道長井飯豊線） 国道121号

緊急調査状況（一級河川小白川・大巻橋（県道長井飯豊線））


